
体内留置金属・医療機器について

➢ 体内に金属や医療機器がある場合にMRI検査が行えない場合があります。

体内に留置物がある患者さんは問診時に必ずお申し出ください。問診時に

手術歴など確認させていただきます

➢ 図に記載されたもの以外でも体内金属がある場合は必ずお申し出ください

・体内留置金属

人工関節 脊椎固定金具

歯科インプラント 金属製避妊リングポート類

血管ステント

人工弁

脳動脈瘤クリップ

下大静脈フィルター

金属製シャントバルブ

・体内埋め込み型医療機器

ペースメーカー

脳深部刺激療法（DBS)植え込み型心臓モニタ

人工内耳植え込み型除細動器（ICD)

脊髄刺激療法（SCS)
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